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資料３





○次期提言の審議のポイントについて


・個別課題はNPOや大学と連携・協働すれば簡単に解決するものでは無いと思うので、「解決が難しい場合」という表記は必要ないと思う。


・「解決が難しくない場合」という表記は、連携・協働が必要ないように読めてしまうので「解決が難しい場合」という表記は必要ないと思う。


・ポイント１、２、３にそれぞれ地域という言葉が使われているが「地域」という言葉のもつ意味が明確でないように思う。それぞれの持つ意味を明確にする必要があると思う。





○次期提言のめざす地域のイメージについて


　・めざす地域にするために、主体となる人や組織及び目的をはっきり示さないとわかりにくいと思う。


　・次期提言を考えていく中で、コミュニティソーシャルワーカーとどのようにリンクさせるかを考えていく必要があると思う。


　・社会福祉協議会とリンクすることを考えると、福祉部門があまり得意としていない、学んだり、学びあったりするという学校・社会教育のもつ強みを生かしていく方法があると思う。


　・誰もが独りにならない地域社会にするためにどうすればよいかを学びあう機会や場を設定していくことが社会教育の役割になると思う。


　・提言のめざす地域のイメージ図を描くのであれば、あらゆる部局や団体が個別課題を通じて「つながっていく」イメージが伝わるような図にすることが必要だと思う。


　・社会教育や社会福協議会、NPO等に期待することをその活動主体の強みを踏まえて、個別に記載するとより具体的でわかりやすくなると思う。


　・公民館の役割で考えると学ぶ場や機会の創出とともに、人と人、人と活動、活動と活動をつなぐ役割が求められているなどわかりやすくする必要があると思う。








